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 表１IMF基準の日韓中越の GDP（2011年予測値） 
      （ ）世界順位   
  日本 韓国 中国 ベトナム 
国内総生産（GDP）（１０億 US＄） 5,855.38(3) 1,163.84(15) 6,988.47(2) 103.57(58) 
一人あたりの GDP（US＄） 42,820(16) 20,591(33) 4,382(92) 1,174(137) 
一人当たりの購買力評価（US＄） 33,805(24) 29,836(25) 7,519(93) 3,134(126) 
注：2012 年１月 24日現在の資料 
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日韓中越は同じアジア地域に位置する国で、伝統的に儒教の影響があり、お箸を使う食
文化を持っているなど類似した点もあるが、一方で社会・経済的背景はかなり隔たりがあ




















 分析対象者および調査時期は表 2 に示す。すべての調査は、授業内に集団式で行い、無
記名式で回収した。  
表 2 質問紙調査対象者人数（国別・学年段階別・性別） 
  




2003年 7-8月  
（北京） 
2005年 12月
-2006年 2月  
（ハノイ・ハイ
フォン） 
2004年 7-8月  
  男  女  
合
計  
男  女  
合
計  
男  女  
合
計  
男  女  
合
計  
小学５年生  149 143 292 119 107 226 126 124 250 88 109 197 
中学２年生  122 125 247 131 123 254 101 138 239 100 99 199 
高校２年生  66 108 174 136 126 262 63 139 202 190 198 388 
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     図 3 子どもが報告した毎月もらうお金（円に換算基準） 






















例えば、小学校の 5 年生の段階で親の支出が優勢で高校 2 年生までそれが続く場合は「親
支出継続」、小学校５年生の段階では親支出が優勢だが、高校 2 年生では子支出が優勢の場
合は「親支出から子支出へ」、小学校 5 年の時は親も子も非支出の優勢が高校 2 年生の段階
では子支出に変わっている場合「非支出から子支出へ」になる。表４は、小学校 5 年生の
支出のパターンをベースにして、支出パターンの変化をまとめたものである。下線を引い
た項目は、グループ毎に 4 カ国で共通しているものである。 
 「親支出ベース」を見ると、学校納付金や家の食材などは親支出継続だが、そのほかは、
「親支出から子支出へ」「親支出から親特別へ（特別に親にもらってから自分で支出）」の




















韓国クラスター1 食材；学校納付金；外食；  












































































   表５． 子どもの買いたいもの：項目と割合 
順番 大阪 ソウル 北京 ハノイ・ハイフォ
ン 
  項目 割合 項目 割合 項目 割合 項目 割合 


























































  表 6 友だち関係尺度 探索的因子分析結果（主因子法、バリマックス回転） 
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表 7 「友だち関係」因子 各因子尺度得点 ４都市・各学年段階の平均 
小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生
自己限定 3.71 3.45 3.23 2.95 2.50 2.56 3.05 2.96 2.98 2.86 2.68 2.75
相互交換 3.34 3.24 3.61 3.56 3.88 4.06 3.44 3.85 3.98 4.17 3.91 4.15
韓国 中国 ベトナム日本
 
   





































2.親は私から借りたお金を返さなくてもいい。 0.69  0.00  0.48  
3.もし私に臨時にたくさんのお金ができたら、
その月のおこづかいを減らされてもいい。 
0.65  -0.05  0.43  
6.おこづかいをくれたのは親なので、おこづ
かいは私のお金ではなく親のお金である。 
0.48  0.01  0.23  
1.親の代わりに、私が自分のおこづかいで
細かいお金などを払うのはいいことである。 
0.42  0.04  0.18  
7.親が細かいお金がないからといって私から
お金を借りるのはよくない。 








0.09  0.20  0.05  
固有値 2.17  1.09    
 
   表 9．「親子関係」因子 各因子尺度得点 ４都市・各学年段階の平均 
    大阪 ソウル 北京 ハノイ 
「自分の金も親の
金」意識 
小学生 2.6324 3.4911 3.5163 4.1406 
中学生 2.5082 3.1118 3.2069 3.4885 
高校生 2.7572 3.1095 3.7352 3.6257 
「自分の金確保」意
識 
小学生 3.8605 3.3843 3.2470 3.0769 
中学生 4.0726 3.5913 3.3682 2.9242 
高校生 3.7799 3.7148 3.1902 2.9612 
 
 ただし、4 カ国を比較してみると、日本とベトナムのパターンが最も対比的で、日本の子















       表 10 善悪の意識、許容度の認識 因子分析結果まとめ 
 
 善悪判断に関しては、「マンガを買う」「友達におやつをおごる」「家の食材を買う」など





































 因子ごとに、因子負荷量が高い項目（因子負荷量 4.0 以上）の得点の平均値を、各因子の
得点とし、各因子の得点を国別および学年別に表 11 にまとめた。 
 
表 11 善悪の認識／許容度の認識 各因子尺度得点 4都市・各学年段階 
小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生
善悪 1.81 2.26 2.42 1.70 1.98 2.03 1.50 1.63 1.82 1.66 1.80 1.68
許容度 1.88 2.56 2.88 1.78 2.29 2.59 1.53 1.83 2.21 1.70 1.83 1.74
善悪 2.27 2.26 2.31 2.46 2.36 2.38 2.42 2.30 2.48 2.64 2.61 2.67
許容度 2.13 2.44 2.59 2.40 2.47 2.58 2.36 2.48 2.71 2.34 2.35 2.50
善悪 1.31 1.31 1.49 1.52 1.89 1.99 1.45 1.67 1.87 1.44 1.67 1.71


































































































 マーカスと北山は、自己観（construal of the self）に注目して、個人主義的自己観とも
いえる独立的自己観と集団主義的自己観とも言える相互依存的自己観という概念を提起し
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Abstract 
Pocket Money and Sense in Money Matters 
Children's Affluence and Poverty of Japan, Korea, China, and 
Vietnam 
Sunah Oh 
In this study, comparison of four nations was performed about the life of the 
children involving money.  A questionnaire survey was conducted on students in the 
5
th
 grade of an elementary school, 2
nd
 grade of a junior high school, and 2
nd
 grade of a 
high school in Japan, Korea, China, and Vietnam.  The questions foused on the 
following points: how children get money, children’s actual behavior and consciousness 
of social norms (judgments of right and wrong), peer relationships, and parent-child 
relationships, in relation to children’s usage of money.  The result are as follows.  A 
spread of a children's consumption world was high in order of Japan, South Korea, 
China, and Vietnam. The Japanese child of the consciousness that pocket money is its 
own money was the highest, and the child of Vietnam was the lowest. The Japanese 
child was the negative to performing a treat and a loan in friend-related, and South 
Korea was the affirmative. Based on these results, Consideration was carried out about 
affluence and poverty. 
